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シンチレータは放射線を数 eV程度の光子に変換する蛍光体であり、セキュリティ・医療など幅

広い分野で活用されている。シンチレータの材料形態として、単結晶は紫外・可視光域において

透過性が高いことや、多結晶やアモルファスに比べて均質であるため高いエネルギー分解能が得

られる等の優位性を有する。当研究グループではメリライト単結晶に注目して研究を進めており 

[1–3]、これまでに検討した Ce添加 CaYAl3O7単結晶が 6,500 ph/MeVと比較的高いシンチレーショ

ン発光量を示すことを報告した[3]。そこで今回我々は無添加、0.3%、1.0%、3.0%の Ce 添加

CaLaAl3O7 (Ce:CLaAM) 単結晶を光学 Floating Zone法により合成し、蛍光およびシンチレーショ

ン特性を評価することで Ce添加濃度依存性の調査を行った。 

Fig. 1に Ce:CLaAM単結晶の X線照射時のシンチレーションスペクトルを示す。全ての Ce添加

サンプルにおいて 430 nm付近にCe3+の 5d-4f 遷移由来と考えられるブロードな発光が観測された。

Fig. 2に Ce:CLaAM単結晶のシンチレーション減衰曲線を示す。減衰曲線は二成分の指数関数の

和で近似され、無添加サンプルは二成分とも母材中の欠陥、Ce添加サンプルは一成分目、二成分

目がそれぞれ Ce3+の 5d-4f 遷移、母材中の欠陥由来と考えられる。本研究では蛍光特性や残光特

性等についても系統的に評価したため、併せて発表を行う。 
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Fig.1 X-ray-induced scintillation spectra of 

Ce:CLaAM single crystals. 

Fig.2 Scintillation decay curves of Ce:CLaAM 

single crystals. 
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